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研究成果の概要（和文）：朝鮮語 CALL（Computer-Assisted Language Learning）教材を開
発して利用するためのツールや具体的な作成方法を探究し，普及することを目的として，数度

にわたる講習会を行った．また，主にインターネットブラウザを通じて利用することのできる

朝鮮語 CALL教材を実際に開発し，公開した．一部の教材は問題を自由に追加，修正すること
が可能であり，教師が学習者に合わせて問題をカスタマイズすることが可能である． 
 
研究成果の概要（英文）：We held several short courses with the purpose of investigating tools 
for developing and using Korean CALL(Computer-Assisted Language Learning) materials 
and practical methods for their creation, as well as for disseminating them. In addition, we 
actually developed Korean CALL materials that could be mainly used through Internet 
browsers and presented them. Some of the learning materials allow teachers to freely add 
and edit questions, making it possible for teachers to customize questions for their 
students. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)日本国内における朝鮮語教育の質的・量的
な拡大とともに，用いられる教材も多様なも
のとなってきた．紙媒体の教材も多く出版さ
れているが，近年特に目立つものが，コンピ
ュータやネットワークを利用した教材，ある
いは学習システムである．インターネットの
普及とあいまって，コンピュータを使用した
言語学習，即ち CALL（Computer-Assisted 

Language Learning）による外国語教育が盛
んになっている．CALL教材の例として，東
京外国語大学大学院における 21世紀COEプ
ログラムの成果「TUFS言語モジュール」が
挙げられる．これは 10 を超える言語の学習
が可能な大規模 CALL教材であり，研究代表
者はそのうち朝鮮語の語彙モジュール作成
に参与した．小・中規模の朝鮮語 CALL教材
は，研究分担者である油谷幸利をはじめ，研
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究者個人が作成し，インターネットを通じて
公開されているものがある． 
 
(2)これらの CALL 教材のうち，大規模なシ
ステムは一定のシラバスに沿って体系的に
学習できるよう設計されており，さまざまな
学習者に対応できるものとなっている．しか
しその一方で，利用者に対するきめ細かな配
慮や教師による内容の追加・修正が困難であ
るという問題を内包しているといえよう．そ
の理由として，これら従来の教材開発におい
て，教師はコンテンツを提供するに留まり，
実際に利用できる形式に完成させるのは専
門業者に依頼するという方法が多く取られ
てきたことが挙げられる．その結果，これら
の CALL 教材を実際に朝鮮語教育の現場で
用いようとする場合に，教師や学習者など利
用者の意図に合致しないことが多く，隔靴掻
痒の感が否めない．こうした不便は，教師自
らが CALL教材を設計，開発することで解消
されうるが，実際には技術的な制約などによ
って教材の作成が困難であることが多い． 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では，朝鮮語教育に携わる研究者や
教師が自ら朝鮮語 CALL 教材を開発して利
用するためのツールや具体的な作成方法を
探求し，さらには講習会等を通じて関係者の
間に CALL 教材の作成技法を普及させるこ
とを目的とする． 
 
(2)従来，研究者や教師が独力で開発した朝鮮
語 CALL 教材がいくつか公開されてきたが，
利用者（教師・学習者）の用途やニーズに合
わないという場合があり，そのまま利用する
ことは困難であった．本研究ではこの点を解
消するため，教師が自ら小規模の CALL教材
を作成できるよう，講習会を通じてその技法
の普及を目指す．講習会では教材開発ツール
の利用方法や，開発の際のアイディアなどを
取り扱う． 
 
(3)また，本研究では実際に CALL 教材を開
発し，公開することで，小・中規模の教材の
実例を提示する．このように「教材の開発・
公開」と「講習会による技法の普及」とを通
じて，朝鮮語 CALL教材利用の底辺を拡大し，
教室の内外における活動を豊かにし，ひいて
は朝鮮語教育の質的な向上に貢献するもの
と考える． 
 
３．研究の方法 
(1)上記１．の状況を踏まえ，本研究では，小・
中規模の朝鮮語 CALL教材を開発し，その過
程で教材開発に有用なツールの検討なども
あわせて行う．開発した教材についてはイン
ターネットや CD-ROM などのメディアを通

じて公開する． 
 
(2)また開発だけでなく，開発過程を通じて得
られた知見をもとに，教材開発の講習会を行
い，小規模の CALL教材を教師が自ら作成で
きるよう，ツールの利用方法や教材開発のア
イディアなどの普及を目指す． 
 
４．研究成果 
(1)本研究では以下のような CALL 教材・ツ
ールを作成し，インターネットを通じて公開
した．いずれもウェブブラウザ上で動作する
ものである． 
 
①	 MeCabによるひらがなのハングル転写： 
フリーのオープンソース形態素解析エン
ジン「MeCab」（めかぶ）を用いて，入
力されたひらがなをハングルに転写する． 

②	 MeCab を利用した韓国語読解補助ツー
ル： 
①の転写ツールと同様，MeCabによる形
態素解析の結果を利用して，語彙の学習
レベル表示，品詞表示，漢字表記への変
換，ウェブ辞書へのリンク生成などを行
う．利用者が自由にテキストを入力（あ
るいはコピー＆ペースト）して，その内
容に対する解析を行うことができる． 

上記の画面でテキストを入力し，例えば
「形態素解析」ボタンを押すと，次ペー
ジの図のような画面が表示される． 



以下の画面で単語の上にカーソルを合わ
せると基本形がツールチップで表示され
たり，ウェブ辞典へのリンクが設定され
るなど，学習者が独力で読解を行う場合
に有用と見られる情報が表示される． 

③	 「ハングル」能力検定試験・作文練習（5
級・4級対応）： 
「ハングル」能力検定試験の初級レベル
（5級・4級）の語彙を用いた作文練習教
材を作成した．表示された日本語を朝鮮
語に翻訳するというものであるが，正解
判定のばらつきをなくすため，正解の文
を 5 秒間表示する点が特徴である．いず
れのレベルも 50 問ずつの作文が用意さ
れている． 

④	 『韓国語の世界へ』補充ウェブ教材： 
研究代表者が共著で執筆した入門教材の
内容と連動する形で，単語の四択問題を
中心とする補助教材をインターネットで
公開した．日本語から単語を当てるとい
う形式だけでなく，音声による単語クイ
ズも作成した．パソコンから利用できる
だけでなく，スマートフォンなどのモバ
イルデバイスからも利用できるという点
が特徴である．その時に行った問題の履
歴が表示され，自分が正解した（あるい
は間違った）問題が分かるようになって
おり，学習の役に立つと考えられる． 

⑤	 朝鮮語教育研究会ホームページ「問題バ
ンク」： 
朝鮮語教育研究会ホームページ内の「会
員コーナー」にて，四択問題だけでなく
様々なタイプの練習問題を作成，蓄積し
ている．システムの開発者（研究分担者
の油谷が作成）だけでなく，誰でも問題
を追加・修正できるという枠組みが特徴
である．後述するように，問題が一定数
を超えたカテゴリについては公開のスペ
ースに移動させている． 

 
(2)CALL教材の作成や，既存のツール利用に
関する講習会を 6回（2011年 3月・12月，
2012年 3月・6月・12月，2013年 3月）行
った．いずれも朝鮮語教育研究会・情報処理
分科会の場を借りて行った．内容としては以
下の通りである． 
 
①	 ウェブブラウザを用いて出題する四択問
題作成プログラムの利用法： 
ゼロからプログラムを作成するのではな
く，既存の枠組みを利用して独自の問題
を作成する方法についてワークショップ
を行った． 

②	 大規模朝鮮語コーパスの利用方法： 
韓国・21世紀世宗計画が公開している大
規模コーパスの利用方法について，韓
国・国立国語院より李承宰・言語情報チ
ーム長を招聘し，レクチャーをうけた．
また，参加者にパソコンを持参してもら
い，実際にコーパス検索器を利用するワ
ークショップも行った． 

③	 既存 CALL教材の問題拡充： 
ワークショップの形式で，朝鮮語教育研
究会ホームページ・会員コーナーにて公
開している CALL教材について，問題を
検討しつつ補充を行った．問題数が 100
問を超えたカテゴリについては会員コー



ナ ー で は な く ， 公 開 の ペ ー ジ
（http://jakle.sakura.ne.jp/）へ移動した． 

 
(3)上記の成果に加え，教材作成用のフリーソ
フト「Hot Potatoes」の使用方法について，
また CALL 教材の作成に際しての考え方な
どをまとめ，冊子を作成した．作成した冊子
は学会などで配布し，研究成果の一部として
公開した． 
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